
質問書回答 

2019年 10月 16日 

案件名：エジプト国エネルギー利用効率改善能力開発プロジェクト 

案件番号：19a00543 公示日：2019年 10月 9日）について、質問の回答は以下のとおりです。 

 

通

番 
当該頁項目 質問 回答 

1 P.11 (3)業務従事予定者の

経験、能力 

2)【業務主任者】 

務主任者の担当名が「業務主任者／省エネルギー技術（電

力）／省エネルギー政策」となっている一方で、P.37の 2.(2)

業務従事者の構成（案）では「業務主任者／省エネルギー

政策」となっています。前者の「業務主任者／省エネルギー

技術（電力）／省エネルギー政策」で良いでしょうか？ 

後者の、業務主任者／省エネルギー政策が正し

いものです。p24 の(4)もあわせてご参照くださ

い。（技術（電力）については、別の団員にご担

当いただくことを想定していますが、適した配

置があればプロポーザルでご提案ください。 

2 P.24 (4)日本側実施体制 左記に記載されている「WG」は、「タスクチーム」との理解で

良いでしょうか？ 

ご理解の通りです。 

3 

 

P.24 (4)日本側実施体制 

・有識者との連携 

左記に記載の有識者構成員と方法の提案に関して、自由

度を持たせてプロポーザルに提案とあるため、その経費は

別見積もりになりますでしょうか。 

別見積もりとなります。 

 

4 P.28 （6）本プロジェクトにお

ける「成果」達成上の留意事

項、③成果 3、2ポツ 

左記に「これに要する経費は 1,000 万円を上限とする」とあ

りますが、左記において「本業務開始後、MOPとOGMPの

重点課題等を議論した上で、JICA とも相談の上、具体的な

対象設備・プロセス及びスコープを決定する」とあり、現段階

では見積もることができないため、この「1,000万円を上限と

する経費」は本プロポーザルの見積・別見積には含めな

い、との理解で良いでしょうか？ また、この経費は、契約

時 1000 万円を上限に計上し、本業務開始後に貴機構と最

終金額を決めることとなるのでしょうか。 

1,000 万円の定額計上を見積にふくめてくださ

い。 



通

番 
当該頁項目 質問 回答 

5 P.37 2.(2)業務従事者の構

成（案） 

「④エネルギー診断・技術／パイロットプロジェクト（電力）」

の「パイロットプロジェクト（電力）」と、「⑤パイロットプロジェ

クト（エアコン等）」は特に違いはないと考えて良いでしょう

か？ 

ご理解の通りです。パイロットプロジェクト（エ

アコン等）は、パイロットプロジェクト（電力）

とお読み替えください。 

6 P.27 (7)現地セミナー 現地セミナーを、JCCのタイミングに合わせて 2回開催する

とあり、また、MOERE関連セミナーとMOP関連セミナーを

別個に開催するとあります。トータルで、MOERE 関連セミ

ナーと MOP関連セミナーそれぞれ 1回ずつの開催でしょう

か？ それとも、それぞれ 2回ずつでしょうか？ 

MOERE、MOP関連で 1回ずつの開催です。 

以上 


